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編集委員長の桑田教授から本書を手渡された時，似ている，と感じた印象は，
帰宅して書架をしらべてみて当っていた。
血液学を志ざした 20年前，戦後でまだ洋書が入手困難だった頃，偶然手に入れ
た血液図譜の本が， うすい一冊の“ Tabu1ae Haemato1ogicae" であった。著
者の K.Rohr教授は， Naege1i，Hei1meyer，Schilling などと共に，現代血
液学の先駆的指導者で，名著“ Dasmensch1iche Knochenmar k "でチューリ
ッヒ学派の名声を不動のものとし，また本邦の血液学の先達たちに，強い影響を
与えた世界的な碩学であった。
しかし Rohrの没後， この本は医書リストから消え去っているようなので，
簡便な初学者向きの血液図譜に不自由していた。なぜならば，和洋の何冊かのア
トラスは印刷色彩が悪く，米国版は簡便を尊び，精密な形態学が不得手なのか，
ライト染色が主なので，形態学では世界のトップを行く本邦の血液学者にとって
は，もひとつ不満な点があった。
本書の出現によりその不満も解消されよう。と言うのは，本書の著者 P.Frick 
は Rohrの高弟で後継者としてチューリッヒ大学の内科教授であり，また図版は
やはり Rohrの専属であった， L. Bollinger・Schnde1夫人 (Rohrはその功を
讃えて準共著者とし，また彼女自身も Rohrの指導で血液形態入門の著作がある
ベテランである。)が，本書でも準共著者として腕をふるっている。
本書の原版は，“ B1ut-undKnochenmarksmorpho1ogie "のタイト Jレで 13版
を重ねており，本書はその英訳版である。体裁といい，内容といい，出版社も同
じ点，むしろ Rohrの旧著の大改訂版といったほうが相応しいかもしれない。 
Rohr の旧著は左頁に図版を， 右頁に病因論や臨床的解説を誌して， 図譜を
主にした血液学ハンドブックであったが，本書は図譜に徹して，旧著の賛肉を落
し，すっきりさせた感がある。また冒頭に標本作製法や PAS・A l.Phosphatase 
その他の代表的特殊染色手技をとりあげ，また正常血球像をあげ，その正常値も
新しいデータがかかげてある。ここで興味あるのは，血球発生における母細胞の
扱いの点で， ひとにおいては直視下で未確認の幹細胞を除外していることであ
る。幹細胞は，動物実験などで理論的に存在が強く推定され，米国学派は既定の
事実として，たとえば分類不能の幼若白血病細胞を，幹細胞白血病などと総称し
ており， MacDona1d (英)も Heilmeyer(独)の Begemann改訂の図譜も，
形態が紹介されているが， Frickは各血球の芽細胞を最幼若形としている。これ
は，彼が保守派というよりも，むしろあくまでも客観性を尊ぶ形態学の立場を貫
いて，現在の時点で幹細胞にあえて触れず， ドイツ的実証主義の頑固さを守って
いるのであろう。
図版が特別美しい。これは美術印刷のメッカであるベネルックス地方の伝統の
賜物であろう。再説するが，本書:は専門書ではない。あくまでも血液形態学入門
用の図譜であり，ハンドブックである。それ故に，臨床各科の若い医師諸氏の日
常診療や，殊に診断学実習やベッドサイド実習の学生用として適当なものである
し，またその諸氏が座右に置けば，永い間便利に使うことができると思われる。
なぜなら，いくら進歩の早い最近の医学でも，形態学的解説は，数学の定理のよ
うに，そう本質的な改変は多くはみられないのであるから。(山口覚太郎)
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